
証明書ポリシ（CP：Certificate Policy）とは？

認証局が発行する電子証明書に関して、「適用範囲」「セキュリティの基準」「審査の基準」などの規則を定めるもの。

今回の証明書ポリシは、保健医療福祉分野の認証局で必要な最低限の共通規則を定めるもの。

証明書ポリシの役割（イメージ）

【例えば・・・コンセント】

色々な形状
が存在します

日本の規格に
従ったコンセント
はこの形です

色々な家電製品があ
りますが、日本国内で
は一定の電圧（100ボ
ルト）を使います。

コンセントにも色々な形があって、電圧も100ボルトや200ボルト等

が存在しますが、日本国内では全て共通のコンセントの形状で、

100ボルトの電気を使います。

コンセントの形や電圧が違うと、共通の基盤で電気を使えません。

共通の規格をJIS（日本工業規格）で定めます。

共通ポリシも同じような

考えです

【証明書ポリシ】

色々な認証局
が存在します

保健医療福祉分野
のCPに従った認
証局はこれです

色々な認証局のサービス
がありますが、一定の規
則で『電子証明書』を発行
します。

認証局にも色々なものが存在しますが、保健医療福祉分野では、

全て共通のポリシ（基準）で電子証明書を発行します。

電子証明書の内容やサービスが違うと、共通の基盤で認証局を

使えません。

共通の規格をポリシで定めます。

※CPに従った認証局は
複数あっても構いません


